
（様式－１ 表紙） 
  

 １ 調査名称：柳井市都市計画道路見直し業務 
 
 
 
 ２ 調査主体：柳井市 
 
 
 ３ 調査圏域：柳井都市圏 
 
 
 ４ 調査期間：平成２３年度 
 
 
 ５ 調査概要： 

柳井市においては、未着手状態にある都市計画道路の大半が昭和４０年代まで

に計画決定されたものであり、その後全市的な見直しは行われていない。平成２

１年１月に策定された「柳井市都市計画マスタープラン」の中でも、“人口減少

社会にあって自動車保有台数の減少が始まっていることから、長期未着手道路を

中心に現在の都市計画道路網を根本的に見直す段階にある”としている。 
   本業務は、「柳井市都市計画マスタープラン」の実現に向け、全市的な長期未

着手都市計画道路の今後の方向性について山口県が示す「都市計画道路の見直し

基本方針」に基づき検討するとともに、見直しの必要な路線については都市計画

変更手続きに向けた基礎資料の作成を行うものである。 
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Ⅰ 調査概要 
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 ３ 調査体制 
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（様式－３ａ 調査成果） 
 
Ⅱ 調査成果 
 
 １ 調査目的 
   本業務は、「柳井市都市計画マスタープラン」の実現に向け、全市的な長期未

着手都市計画道路の今後の方向性について山口県が示す「都市計画道路の見直し

基本方針」に基づき検討するとともに、見直しの必要な路線については都市計画

変更手続きに向けた基礎資料の作成を行うものである。 
 
 ２ 調査フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

２.都市計画道路網の現状と見直しの方向 性の検討 

・検討対象路線の抽出 
・都計道カルテの作成 

３.都市計画道路見直し方針の検討 

（１）都市計画道路網の 
現状の整理 

（２）都市計画道路の 

将来交通量推計【H42】 

（４）検討対象路線見直しに
係る影響の検証 

（３）未着手都市計画道路の
整備必要性の検討 

・必要性の評価 
・見直しの方向性の整理 

・計画変更(車線数・幅構成) 
・線形･構造変更 

・代替路線への読み替え 

・既存道路の改良による対応 
・特殊街路への変更 
・廃止 

H17 センサス 
ベース推計データ 

交通実態調査 
データ 

 
・位置づけ 
・都市構造 
・道路網体系 等 

上位・関連計画 都市計画道路の 
見直し基本方針 

(山口県都市計画課) 

１.企画準備 

（４）全市的な都市計画道路
見直しの方向性検討 

廃止検討路線 存続検討路線 

（２）廃止検討路線の見直し
理由の整理 

（１）廃止検討路線周辺の市
街地状況等の整理 

（３）存続検討路線の見直し
方針の検討 

必要性高必要性低 

（５）見直し方針策定 

影響大の場合 

※H22 現況再現性の検証含む 



 
 ３ 調査圏域図 
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 ４ 調査成果 

 



  

 

 

１）柳井市都市計画道路の現状 

● 柳井市都市計画道路は 27 路線が定められており、そのうち 18 路線が未整備の状況です。 

● 市内の都市計画道路の計画延長は約 28km であり、そのうち 58％が未整備となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 1981 年以前に都市計画決定された都市計画道路（計画決定後 30 年経過）は延長約 26km で、

全体の 93％を占めています。 

● 未整備延長でみると、約 19km のうち 98％が計画決定から 30 年以上経過しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SEQ
区
分

規
模

一
連

番
号

幅員
（ｍ）

車線
数

延長
（ｍ）

改良延長
（ｍ）

改良率
（％）

1 3 2 1 南柳井線 30.00 4 3,400.0 S33 1 24 53 県 577 - -
2 3 3 1 裾の割線 28.00 4 1,210.0 S33 1 24 53 県 577 600.0 49.6
3 3 4 2 柳井新庄線 20.00 4 1,310.0 S33 1 24 53 県 577 710.0 54.2
4 3 4 4 樋の上姫田線 18.00 2 980.0 S33 1 24 53 市 21 - -
5 3 4 5 姫田線 18.00 2 470.0 S33 1 24 53 市 21 210.0 44.7
6 3 4 6 古開作線 16.00 2 1,850.0 S47 8 11 38 県 125 1,150.0 62.2
7 3 4 7 明法寺新市線 16.00 2 1,010.0 S33 1 24 53 市 21 - -
8 3 4 8 新市三本松線 16.00 2 1,590.0 S33 1 24 53 市 21 - -
9 3 4 9 柳井駅東大才線 16.00 2 500.0 S51 9 28 34 県 577 500.0 100.0

10 3 4 10 土穂石線 16.00 2 420.0 S58 9 27 27 市 21 - -
11 3 4 11 柳井駅門の前線 20.00 2 540.0 S33 1 24 53 県 577 540.0 100.0
12 3 5 2 中央通り線 15.00 2 750.0 S33 1 24 53 市 21 370.0 49.3
13 3 5 3 柳井港線 15.00 2 290.0 S33 1 24 53 市 21 200.0 69.0
14 3 5 4 古開作中開作線 12.00 2 1,140.0 S33 1 24 53 県 577 1,000.0 87.7
15 3 5 5 柳井駅八丁土手線 12.00 2 950.0 S33 1 24 53 県 577 390.0 41.1
16 3 5 6 向地線 12.00 2 1,460.0 S33 1 24 53 市 21 - -
17 3 5 7 柳町土穂石線 12.00 2 1,520.0 S33 1 24 53 市 21 - -
18 3 5 8 東中割伊保庄線 12.00 2 330.0 S33 1 24 53 市 21 330.0 100.0
19 3 5 9 境開下馬皿線 12.00 2 780.0 S33 1 24 53 県 577 190.0 24.4
20 3 5 10 後地和田線 12.00 2 800.0 S33 1 24 53 市 75 800.0 100.0
21 3 5 11 山手線 12.00 2 2,820.0 S33 1 24 53 市 21 180.0 6.4
22 3 5 12 小深田稲積線 12.00 2 1,330.0 S33 1 24 53 市 21 - -
23 3 5 13 東条線 18.00 2 1,140.0 S33 1 24 53 県 577 1,140.0 100.0
24 8 5 1 古開作中央線 12.00 - 740.0 S49 1 22 8 市 21 740.0 100.0
25 8 7 1 古市金屋線 4.00 - 310.0 H2 9 5 8 市 21 310.0 100.0
26 8 7 2 古市線 3.00 - 70.0 H2 9 5 8 市 21 70.0 100.0
27 8 7 3 金屋線 4.00 - 40.0 H2 9 5 8 市 21 40.0 100.0

２７路線 27,750.0 9,470.0 34.1
注）平成23年３月31日現在

整備状況番号
路線名

決定事項
当初

決定年月日

経過
年数

告示
番号

１．柳井市都市計画道路の現状と課題 

▼ 都市計画道路の整備状況（道路種類別） 

道路種別 
計画延長 

(km) 

改良済み延長 事業中延長 未整備延長 

延長(km) 整備率 延長(km) 事業中率 延長(km) 未整備率

自動車専用道路 － － －％ － －％ － －％

幹線街路 26.6 8.3 31％ 3.4 13％ 14.9 56％

区画街路 － － －％ － －％ － －％

特殊街路 1.2 1.2 100％ 0 0％ 0 0％

合計 27.8 9.5 34％ 3.4 12％ 14.9 54％

▲ 道路種別別整備状況 

決定年次 合計 
～1981 

30 年以前 

1982～1991 

20～30 年前 

1992～2001 

10～20 年前 

2002～ 

10 年以内 

計画延長（km） 27.8 27.0 0.4 0.4 0

改良済延長（km） 9.5 9.1 0 0.4 0

事業中延長（km） 0 0 0 0 0

未整備延長（km） 18.3 17.9 0.4 0 0

▼ 柳井市の幹線街路の都市計画決定の状況 

97%

30年
以前

3%

20～30
年前

10～20
年前

10年
以内

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未整備延長の

決定時期別割合

凡例

▲ 未整備都市計画道路の計画決定時期 

▼ 柳井市都市計画道路一覧 

34% 12%

56%

54%

改良済

31%

100%

事業中

13%

未整備

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幹線街路

特殊街路

合計

凡例

平成 23年 12 月末現在

平成 23 年 12 月末現在



  

２）柳井市都市計画道路の課題 

 

 

● 柳井市においては、未整備都市計画道路の 97％が計画決定から長期間（３０年以上）経過して

おり、計画決定時の位置づけや必要性に大きな変化が生じている可能性があります。 

● 特に、旧法時代に計画決定された路線については「住民意見が十分反映されていない※1」、「地

域の特徴が考慮されていない※2」といった問題があり、柳井市の現状との整合性について確認

する必要があると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 都市の将来像は、それぞれの時代背景を基に計画されてきました。本市の都市計画道路の多く

が計画決定された昭和 30 年代～は、人口の増加、産業の発展、市街地の拡大が著しく、その

ような時代背景の中で想定された将来都市像は、拡大成長型を基調としていました。 

● しかしながら、平成の時代を迎え、人口減少・高齢社会の到来、環境問題への意識の高まりと

いった社会情勢の変化を踏まえ、当初想定していた拡大成長型の将来像から一転して集約型都

市構造へ方針転換が求められており、これに対応した都市計画道路の見直しが急務の課題とな

っています。 

● Ｈ21 年１月に策定された「柳井市都市計画マスタープラン」（柳井市の都市計画に関する基本

的な方針）においても、“人口減少社会にあって自動車保有台数の減少が始まっていることから、

長期未着手道路を中心に現在の都市計画道路網を根本的に見直す段階にある”としています。 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

● 計画決定から長期間経過した都市計画道路の中には、道路構造的な問題や周辺土地利用への影

響が懸念されるものもあり、これらについては現実的な整備計画に見直していくことが必要で

す。 

● 道路構造の一般的な技術基準が定められている道路構造令は、交通情勢や社会環境の変化、技

術の進歩などに対応し改正が行われており、よって過去に計画決定された都市計画道路の場合、

現行の構造令に適合しなくなっている恐れがあります（特に、歩道等幅員や交差構造など）。 

 

 

 

 

 

 

 

● また、保全すべき資源・環境への影響が懸念されたり、既に計画幅内の土地利用が進行しつつ

ある区間もあり、現実的な対応が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 未整備都市計画道路の計画幅内には、都市計画法 53 条により建築制限がかけられ、土地利用

や建物更新の際の障害となることから、民間開発の障害となることや、都市計画についての信

頼性を低下させるなどの課題が指摘されています。 

 

 

 

 

計画決定から長期間経過 

社会情勢等の変化への対応 

実現性に乏しい計画の見直し 

長期未整備による弊害 

木造住宅等の一般的な建築物の法定耐用年数が概ね 20～30 年程度であることを考える

と、長期未整備都市計画道路の計画幅内に立地している建築物については、建て替えに際

して地権者に再度の規制を課してしまう恐れがあります。 

⇒30 年経過を長期と定義している根拠 

大正 8 年（1919 年） 

都市計画法（旧法）制定 

昭和 43 年（1968 年） 

都市計画法（新法）制定 現 在
都市計画法の 

変遷 

※1 縦覧、意見書の提出といった手続が制度化されていない 

※2 国が全てを決定、全都市に対し一律の基準採用 

柳井市においては、昭和 33 年（旧法時代）に都市
計画道路の大半が計画決定されている！ 

（部分改定）

自動車保有台数（柳井市）
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台数の減少→

←増加数の減少

注）2004年までは旧大畠町を含んでいない。
資料）中国運輸局山口運輸支局

▲自動車交通発生集中量の推移と今後の見通し（柳井市）
注）旧大畠町含まず 

資料）「自動車 OD 表」（国土交通省） 

▲人口の推移と今後の見通し（柳井市） 
注）～H17 には旧大畠町含まず、H42 には旧大畠町含む 

資料）・「国勢調査」 

・「日本の市区町村別将来推計人口（平成２０年１２月推計）」 

 （H20.12 国立社会保障・人口問題研究所） 
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▲文化財エリアにかかる計画の例（(都)山手線） ▲計画幅内で土地利用が進行している例（(都)向地線）

歩道 自転車歩行者道

標準 多 少 標準 多 少

Ｓ４５ １．０ｍ～３．０ｍ － １．０ｍ～２．２５ｍ ２．０ｍ － １．５ｍ

Ｓ５７ １．５ｍ～３．５ｍ － １．０ｍ～２．２５ｍ ２．０ｍ～３．５ｍ － １．５ｍ～２．７５ｍ

Ｈ　５ ２．０ｍ～３．５ｍ － ２．０ｍ～２．７５ｍ ３．０ｍ～４．０ｍ － ３．０ｍ

Ｈ１３ 歩行者交通量 ２．０ｍ ３．５ｍ － ３．０ｍ ４．０ｍ －

道路の種級区分
（自動車交通量）

必要幅員
の判断要素

▼道路構造令の変遷（４種道路の歩道等の最小（有効）幅員の例） 



  

１）対象路線・区間の選定 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

２．見直し方針の検討手順 

SEQ
区
分

規
模

一
連

番
号

幅員
（ｍ）

車線
数

延長
（ｍ）

改良延長
（ｍ）

改良率
（％）

1 3 2 1 南柳井線 30.00 4 3,400.0 S33 1 24 53 県 577 - -
2 3 3 1 裾の割線 28.00 4 1,210.0 S33 1 24 53 県 577 600.0 49.6
3 3 4 2 柳井新庄線 20.00 4 1,310.0 S33 1 24 53 県 577 710.0 54.2
4 3 4 4 樋の上姫田線 18.00 2 980.0 S33 1 24 53 市 21 - -
5 3 4 5 姫田線 18.00 2 470.0 S33 1 24 53 市 21 210.0 44.7
6 3 4 6 古開作線 16.00 2 1,850.0 S47 8 11 38 県 125 1,150.0 62.2
7 3 4 7 明法寺新市線 16.00 2 1,010.0 S33 1 24 53 市 21 - -
8 3 4 8 新市三本松線 16.00 2 1,590.0 S33 1 24 53 市 21 - -
9 3 4 9 柳井駅東大才線 16.00 2 500.0 S51 9 28 34 県 577 500.0 100.0

10 3 4 10 土穂石線 16.00 2 420.0 S58 9 27 27 市 21 - -
11 3 4 11 柳井駅門の前線 20.00 2 540.0 S33 1 24 53 県 577 540.0 100.0
12 3 5 2 中央通り線 15.00 2 750.0 S33 1 24 53 市 21 370.0 49.3
13 3 5 3 柳井港線 15.00 2 290.0 S33 1 24 53 市 21 200.0 69.0
14 3 5 4 古開作中開作線 12.00 2 1,140.0 S33 1 24 53 県 577 1,000.0 87.7
15 3 5 5 柳井駅八丁土手線 12.00 2 950.0 S33 1 24 53 県 577 390.0 41.1
16 3 5 6 向地線 12.00 2 1,460.0 S33 1 24 53 市 21 - -
17 3 5 7 柳町土穂石線 12.00 2 1,520.0 S33 1 24 53 市 21 - -
18 3 5 8 東中割伊保庄線 12.00 2 330.0 S33 1 24 53 市 21 330.0 100.0
19 3 5 9 境開下馬皿線 12.00 2 780.0 S33 1 24 53 県 577 190.0 24.4
20 3 5 10 後地和田線 12.00 2 800.0 S33 1 24 53 市 75 800.0 100.0
21 3 5 11 山手線 12.00 2 2,820.0 S33 1 24 53 市 21 180.0 6.4
22 3 5 12 小深田稲積線 12.00 2 1,330.0 S33 1 24 53 市 21 - -
23 3 5 13 東条線 18.00 2 1,140.0 S33 1 24 53 県 577 1,140.0 100.0
24 8 5 1 古開作中央線 12.00 - 740.0 S49 1 22 8 市 21 740.0 100.0
25 8 7 1 古市金屋線 4.00 - 310.0 H2 9 5 8 市 21 310.0 100.0
26 8 7 2 古市線 3.00 - 70.0 H2 9 5 8 市 21 70.0 100.0
27 8 7 3 金屋線 4.00 - 40.0 H2 9 5 8 市 21 40.0 100.0

２７路線 27,750.0 9,470.0 34.1
注）平成23年３月31日現在

整備状況番号
路線名

決定事項
当初

決定年月日

経過
年数

告示
番号

・都市計画道路で未整備の幹線街路のうち、以下のものを評価対象路線として抽出しました。 

○計画決定から 30 年以上経過したもの 

⇒基準：H23.4.1 現在 

○都市計画道路の区域内に歴史的文化財、大規模建築物があるもの 

○地形的な要因により道路構造上問題のあるもの 

⇒立体交差の接続困難な都計道、等 

○その路線が整備されることで周辺の土地利用に多大な影響を与えるもの 

⇒用途白地地域や既成の住宅専用地域を貫く都計道、等 

○その他個別の課題を抱えているもの 

⇒廃止検討中の土地区画整理事業や長期優良住宅制度との対応など、廃止・見直し前提

で計画幅内の土地利用を認めている都計道等 



  

２）検討手順と判断基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 見直し方針検討手順 

● 都市計画道路の見直しについては、自動車交通機能だけでなく、歩行者動線や防災の観点といった都市計画道路が担うべき多面的な機能も踏まえつつ、その必要性を最新データに基づき検証することで行い

ました。具体的には、以下に示す５つのステップにより現行都市計画道路の必要性について検証しました。 

● また、必要性の判断基準につきましては、柳井市の特性を反映しつつ、右表のように設定しました。 

▼ 柳井市における存続必要性の判断基準 

検討手順 概  要 

SStteepp..11  

  

  

（都市計画の整合性からみた評価） 
・上位計画である市総合計画、都市計画マス
タープラン、関連計画である都市計画区域
マスタープラン、都市交通体系調査に重要
な路線として位置づけられる路線について
は「存続」とする。 

・また、国土レベルの幹線道路網を構成する
指定国道や都市の骨格を形成する路線等に
ついても「存続」とする。 

 
SStteepp..22  (交通需要からみた評価) 

・自動車や歩行者・自転車交通需要の多少に
より、「存続・見直し・廃止検討」のいずれ
かについて判断する。 

※自動車交通需要については、４種１車線道
路の交通容量 4000 台/日を基準に判断（設
計基準交通量の算定方法に基づき試算。１
車線道路の幅員を 4.5ｍ（3.5～5.5ｍの中間
値）と仮定） 

※歩行者・自転車交通需要については、 
需要大：歩行者+自転車 600 人・台/日以上
需要中：歩行者+自転車 150 人・台/日以上
を基準に判断（補助事業採択基準より） 

SStteepp..33  (その他の多様な機能からみた評価) 
・Step2 で「見直し・廃止検討」となった路
線を対象に、広域交通拠点等へのアクセス
機能や歩行系ネットワークの形成、防災、
環境保全、景観形成、土地利用との整合等
の観点からみた必要性について検証する。

 
 
 
 
 
 

SStteepp..44  (施工性からみた評価) 
・Step1～3 で「存続・見直し検討」となった
路線を対象に、歴史・文化遺産への影響や
道路計画としての実現性、市街地形成への
影響（良好な居住環境や街なみ形成の阻害、
市街化抑制・静穏エリアへの影響）等の観
点から既計画の妥当性について再検証す
る。 

 
 
 

SStteepp..55  （都市全体ネットワークからみた評価） 
・これまでの個別評価結果に対し、都市全体
の道路網（ネットワークの連続性）の観点
から再検証する。 

注）「見直し検討」においては、原則計画縮小の方向のみ検討 

評価の視点 存続必要性の判断基準（案）

・指定国道である

・主要・広域幹線道路として位置付けられる

・都市計画マスタープラン（柳井市）に重要路線としての位置付けがある

・区域マスタープラン（山口県）に重要路線としての位置付けがある

※合併（Ｈ17.2.21）以前の計画は、原則評価対象外とした

自動車交通需要への対応 ・計画交通量が4000台/日以上である（4種1車線道路の日交通容量）

代替路線の有無（自動車） ・当該道路未整備時の将来断面混雑度が1.25以上となる（下記交通容量参照）

歩行系交通需要への対応 ・歩行者＋自転車が150人・台/日以上である

アクセス機能の確保 ・広域交通拠点や公共・公益拠点等への主要アクセスルートとして機能する

歩行系ネットワークの連続性 ・小・中学校指定通学路において、歩道のネットワーク化に寄与する

・災害時の緊急輸送道路に指定されている

・豪雨浸水時に緊急輸送道路の代替ルートとして機能する

・延焼遮断帯不足エリアの解消に寄与する

・避難路不足エリアの解消に寄与する

・消防活動困難区域の解消に寄与する

・景観計画等に位置付けられている

※合併（Ｈ17.2.21）以前の計画は、原則評価対象外とした

ライフラインの収容等のための
必要性

・公共下水道整備計画等に位置付けられている

・土地区画整理事業など、当該道路整備を前提とした土地利用となっている

※事業化見込みの不透明な計画の場合は評価しない

・文化財保護法や条例に基づく指定文化財等の改変を伴わない

・実現性の高い道路計画である

・現状において都計道計画幅内の建物立地がほとんど見られない

（Ｓｔｅｐ5）
総合評価

都市全体ネットワークからみた評価
・上記の個別評価結果に対し、都市全体の道路網（ネットワークの連続性）の
　観点から、総合的に判断

＜自動車交通容量の設定＞

主要幹線道路（原則評価対象外） 4-1相当と想定、交差点補正なし（2車線：120百台/日、4車線：480百台/日）

幹線道路 4-2相当と想定、交差点補正あり（2車線：80百台/日）

補助幹線道路 4-3相当と想定、交差点補正あり（2車線：72百台/日）

一般県道以上または市道４車線 幹線道路相当と想定（2車線：80百台/日、4車線240百台/日）

その他（市道・農道等）２車線道路 補助幹線道路相当と想定（2車線：72百台/日）

１車線道路 道路幅員4.5ｍと仮定（40百台/日）

注） ・わかりやすさ・比較しやすさの観点から原則「道路構造令の設計基準交通量」を採用
・１車線道路（W=4.5ｍ）の交通容量は「設計基準交通量」の算定方法に準拠し設定

周辺環境、景観の保全・向上
のための必要性

防災ネットワークの形成、延焼
防止のための必要性

その他

（Ｓｔｅｐ1）
都市計画の

整合性

都市構造の主軸形成
（ネットワークの連続性）

上位・関連計画との整合性

（Ｓｔｅｐ2）
需給バランス

（Ｓｔｅｐ4）
施工性等

（Ｓｔｅｐ3）
多様な機能

幹線街路
(既成)
整備済

施工性

土地利用・面整備等との整合性

計画交通量 
4000 台/日以上 

評価路線未整備時 
断面混雑度 
1.25 以上 

ナシ アリ ナシ 

影響ナシ 
 

影響アリ 

アリ 

廃止候補 存続候補 

・アクセス機能の確保 

・歩行系ネットワークの連続性の確保 

・防災の観点からの必要性 
・環境・景観等の観点からの必要性 
・土地利用・面整備との整合 

見直し候補 

上位計画 

関連計画 

存続検討 

位置付け 
ナシ 

位置付けアリ 

存続 

  

需要中 

自動車交通需要 

計画交通量 
4000 台/日未満 

代替路線の有無 

断面混雑度 
1.25 未満 

見直し検討 廃止検討 

需要小 

廃止検討 見直し検討 存続検討 

影響アリ 

・歴史・文化遺産へ影響 
・道路計画としての実現性 
・市街地形成への影響 

都市全体の観点から道路網としての妥当性検証 

需要大 

歩行系交通需要 

（計画交通量 
1000 台/日以上のみ）




